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テレビでおなじみの市内在住の作家・岩下尚史氏とともに、吉川英治記

念館と玉堂美術館の見学や昼食・交流会を行うバスツアーです。

日程　１１月２３日（祝）　

行程　 午前１０時３０分青梅市吉川英治記念館集合～玉堂

　　　美術館～昼食・岩下氏と交流会～午後２時解散予定

講師 作家　岩下尚史氏　　定員　先着３０人（予約制）

費用　６，０００円（両館の入館料、昼食代、保険代等含む）　　※当日徴収

申し込み

　１８日午前１０時から電話☎７４－９４７７で青梅市吉川英治記念館へ

東京文化財ウィーク２０２３

日本を代表する建築家が設計した
吉川英治記念館と玉堂美術館

問 郷土博物館☎２３－６８５９
〇指定文化財の特別公開

日時　１０月２８日（土）～１１月３０日（木）　

　　　午前９時～午後５時　　※月曜日は休館

会場　郷土博物館２階常設展示室

内容　国指定重要文化財 ･･･ 寺改戸遺跡土壙出土品

　　　都指定有形文化財 ･･･ 旧多摩郡下師岡村名主吉野家文書　ほか

○都指定有形民俗文化財「旧稲葉家住宅土蔵」特別公開

日時 １０月２８日（土）、２９日（日）、１１月３日（祝）

　　　～５日（日）　午前１０時～午後４時

会場　旧稲葉家住宅土蔵　　※一階のみの公開

○国登録有形文化財「旧吉川英治邸（草思堂）土蔵」特別公開

日時　 １０月２８日（土）～１１月５日（日）　午前１０時

　　　～午後５時　　※入館は４時３０分まで。月曜日は休館

会場　青梅市吉川英治記念館　　※要入館料

１０月の日曜納付窓口

日 時　２２日（日）　午前９時
～午後４時

問　収納課収納管理係

１０月の納期限（１０月３１日）

▽市・都民税…３期　

▽国民健康保険税・後期高齢者
医療保険料・介護保険料…４期

素敵なお庭造り教室

１１月７日（火）　午前１０時～

正午 市内在住・在勤の成人の方

花の寄せ植えづくり、植物の管理方

法など。服装・持ち物…作業のでき

る服装、手袋、ビニール袋、タオル、

中央図書館・ちっちゃいこのおはなし会

１０月２２日（日）　午前１１時

～１１時４０分 おはなしの部屋

３か月（首がすわってから）～４歳

児と保護者 先着１５組

梅郷図書館・おはなし会「うめこの時間」

１０月２８日（土）　午前１１時

女性ヨガ教室（初心者向け）

１１月１２日（日）　午後２時～４

スポーツ・観光・文化

岩下尚史氏とめぐる近代の名建築

大門市民センター☎３１－２２５１

沢井市民センター☎７８－８３０４

～１１時２０分 梅郷市民センター

多目的室 先着２５人

中央図書館・おはなし会

１０月２８日（土）　午前１１時

～１１時４０分 おはなしの部屋

４歳児以上 先着３０人

時 多目的室 市内在住の成人女

性 服装・持ち物…運動できる服

装、バスタオル、フェイスタオル

１枚、ハンドタオル（汗拭き用）、

飲み物 先着１５人（予約制）

１６日～３０日に直接または電話で

辛垣城址ハイキング～歴史探訪と

自然観察～

１１月１６日（木）　午前９時

～正午ごろ※雨天中止 市内在住

の健脚の方 辛垣城址までのハイ

キングコース、午前９時ＪＲ二俣

尾駅集合、服装…登山に適した服

装・靴（スニーカー不可）持ち物

…飲み物、雨具、手袋、筆記用具、

行動食（アメ、お菓子など） 先着

２０人（予約制） １６日～３０日

に直接または電話で

渡邊學而の名曲へのお誘い

問 （公財）青梅佐藤財団０９０－５１９５－３０３０、市社会教育課

（公財）青梅佐藤財団共催事業

市内在住でＮＨＫをはじめ多くの音楽番組の解説で活躍されている、

渡邊學而先生を講師として迎えます。

　名曲にまつわる、地理的、社会的な背景を解説しながら、さまざまエピ

ソードを交え、曲の魅力や面白さを探っていきます。

時間　午後２時～３時３０分（１時３０分開場）

会場　Ｓ＆Ｄたまぐーセンター多目的ホール　　

定員　先着８０人

日程・内容
日程 内容

① １１月　８日（水）歌劇「魔笛」の物語に沿って主要な部分を聴く

② １２月１３日（水）ブルックナーとブラームスの交響曲　比較

③ 　１月１０日（水）ショパンのパリでの最後の演奏会

④ 　２月１４日（水）ゲーテと関係のあった作曲家

⑤ 　３月１３日（水）「冬の旅」の物語に則して、主な曲を聴く

　小曾木４丁目の民家の蔵から明治６（１８７３）年～大正２（１９１３）

年の約４０年間にわたって書かれた日記が発見されました。小曾木４丁

目は古くは「古
こ む し

武士庭
に わ ば

場」とよばれ、著者である宿
し ゅ く や は ち ろ う べ え

谷八郎兵衛は、農業

や質屋を営みながら、代々南小曾木村の村役を務めた家の当主でした。

　庭場とは、村の中の数ヶ所に数軒～二十数軒程度を一つの単位として

組織されていた生活共同体で、近世期には、西多摩地域に多く存在しま

した。日記には庭場内の出来事などが記述され、その中でも目立つのが、

南小曾木学校設立と運営に関する記録です。

　明治５（１８７２）年政府により学制が発布され、南小曾木村では高

徳寺に学校を設置することになりました。八郎兵衛は学校設立の世話役

をしており、設立のために各庭場の責任者と交渉や先生を探し生活の世

話をした記述も見られます。八郎兵衛が著した貴重な資料は「宿谷家日記」

宿谷家日記
市文化財保護指導員　儘田　菜つ美　

青梅市の文化遺産８２

問 郷土博物館☎２３－６８５９

１０月２７日（金）～１１月９日（木）は、秋の読書週間です。

日時　１０月２９日（日）　午後１時～２時　　会場　吉川英治記念館主屋

入館料 大人５００円、小・中学生２００円　　※市内の小中学生は無料

内容　 ▽市図書館員による市内にゆかりのある作家と作品を紹介する「郷

土作家のご紹介」やミニおはなし会

▽吉川英治記念館スタッフによる吉川英治と読書などのエピソード紹介

定員　先着３０人

住友金属鉱山アリーナ青梅、永山公園総合運動場、市民球技場、わかぐさ公園野球場、東原公園球技場、青梅スタジアム、友田レクリエーション広場、

中央図書館を１２月２９日（金）に開場します。なお、屋外体育施設は１０月２０日（金）より抽選受付を開始します。

体育施設、中央図書館の年末開場　
問 住友金属鉱山アリーナ青梅☎２４-７７２１、市スポーツ推進課、市社会教育課

記念館で読書案内～秋の読書週間編～　
問 青梅市吉川英治記念館☎７４－９４７７

と名付けられ、明治６年分が創立百五十周年記念

事業実行委員会から刊行されました（非売品）。

　このように先人の尽力で設立された学校は、い

まも七小として健在で、地元の人々によって支え

られながら、１０月２８日に創立１５０周年記念

式典が開催されます。

今年のテーマ「私のペースでしおりは進む」

飲み物 先着１５人（予約

制） １，５００円（材料代）

１７日から電話で

岩下尚史氏とめぐる近代の名建築
～日本を代表する建築家が設計した

吉川英治記念館と玉堂美術館～
テレビでおなじみの青梅市在住作家・岩下尚史氏とともに、吉川
英治記念館と玉堂美術館を見学する昼食付のバスツアーです。
迎賓館や歌舞伎座など日本を代表する近代建築を設計した谷口吉
郎と吉田五十八が設計した吉川英治記念館と玉堂美術館の見どこ
ろを岩下氏に解説していただき、参加者と一緒に楽しみながら巡
ります。

●●日日 程程：：令令和和55年年1111月月2233日日（（木木･･祝祝））1100::3300～～1144::0000（（予予定定））
●●集集合合場場所所：：青青梅梅市市吉吉川川英英治治記記念念館館 駐駐車車場場
●●参参 加加 費費：： 66,,000000円円
●●募募集集人人数数：：３３00名名
●●申申しし込込みみ：：１１00月月1188日日（（水水））よよりりおお電電話話ににてて

➀➀イイベベンントト名名 ②②おお名名前前 ③③年年齢齢
④④連連絡絡先先（（電電話話））ををおお伝伝ええいいたただだきき、、おお申申しし込込みみくくだだささいい。。
※※申申込込多多数数のの場場合合はは先先着着順順ととななりりまますす。。

〒198-0064
東京都青梅市柚木町１丁目１０１ー１
TEL 0428-74-9477 ／ FAX 0428-74-9478
https://ome-yoshikawaeiji.net
指定管理者 株式会社フクシ・エンタープライズ

岩下尚史氏プロフィール
1961年6月28日生まれ
作家、國學院大學客員教授

10代の頃から能、歌舞伎、新派劇などに親しむ。
國學院大學文学部卒業後、新橋演舞場株式会社に
入社し、「東をどり」の制作にも携わる。
2006年に「芸者論･神々に扮することを忘れた日
本人」を著し、第20回和辻哲郎文化賞を受賞。
現在、「美しいキモノ」「北國新聞～オトナの金
沢」「グランシップ」にエッセイを連載中。
バラエティ番組やNHK大河ドラマなど、テレビ番
組にも多数出演。
MXテレビ「5時に夢中！」で火曜レギュラーとし
て活躍中。2017年12月から青梅市在住。

石油系溶剤を含まないインキを使用
古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

ＯｍｅＢｌｕｅ（青梅ブルー）は、青梅に住み、働き、活動するすべて

の方が、それぞれの立場の自由な発想で参加可能な地域プロモーション

の取り組みです。

ＩｎｓｔａｇｒａｍＦａｃｅｂｏｏｋ

● 事業等は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって変更・中止になる場合があります。最新情報は市ホームページ等をご覧ください。

● 市役所・イベント等へお出かけの際は、体温の測定、手指の消毒、ボールペンの持参にご協力ください。体調がすぐれない場合はご遠慮ください。

青梅市役所秘書広報課　〒１９８－８７０１青梅市東青梅１－１１－１☎０４２８－２２－１１１１ ０４２８－２２－３５０８ https://www.city.ome.tokyo.jp/発行・編集

中央図書館☎２２－６５４３


